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(百万円未満切捨て)

１．平成31年６月期第１四半期の連結業績（平成30年７月１日～平成30年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年６月期第１四半期 44,485 10.8 △205 － △79 － 61 199.9

30年６月期第１四半期 40,133 3.0 △12 － 91 4.7 20 0.3
(注) 包括利益 31年６月期第１四半期 151百万円( 553.1％) 30年６月期第１四半期 23百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年６月期第１四半期 2.82 －

30年６月期第１四半期 1.05 －
(注) 平成30年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を実施したため、前連結会計年度の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年６月期第１四半期 62,175 12,697 20.4

30年６月期 53,739 10,633 19.8
(参考) 自己資本 31年６月期第１四半期 12,697百万円 30年６月期 10,633百万円

(注)「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を当第１四半期連結会計
期間の期首から適用しており、前連結会計年度に係る連結財政状態については、当該会計基準等を遡って適用した
後の数値となっております。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年６月期 － 0.00 － 14.00 14.00

31年６月期 －

31年６月期(予想) 0.00 － 14.00 14.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成31年６月期の連結業績予想（平成30年７月１日～平成31年６月30日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 95,000 14.5 450 34.6 710 29.6 450 66.1 20.66

通期 195,000 16.0 1,150 19.7 1,680 17.0 1,000 34.8 45.90
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年６月期１Ｑ 21,789,724株 30年６月期 19,453,536株

② 期末自己株式数 31年６月期１Ｑ 933株 30年６月期 930株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年６月期１Ｑ 21,763,399株 30年６月期１Ｑ 19,452,741株

　 (注) 平成30年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を実施したため、前連結会計年度の期首に当
該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数(普通株式)を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)３ページ
「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における日本国内の経済環境は、米国の通商政策の変更による貿易摩擦の拡大等の世

界経済の下振れの懸念があったものの、堅調な企業業績や雇用・所得環境の改善により、緩やかな回復基調で推移

しました。

　医療業界におきましては、増加し続ける国民医療費を背景に効率的で質の高い医療提供体制の整備が進められて

おります。国民皆保険の制度持続と社会保障制度効率化の一環として見直しの進められている診療報酬の2018年度

改定においては、医療機関の人件費や設備投資に回る診療報酬本体部分は0.55％の引き上げとなったものの、全体

では1.19％の引き下げとなり、医療機関にとっては厳しい経営環境が続いております。

　当社グループの属する医療機器販売業界におきましては、Ｍ＆Ａや業務提携等による業界再編を始めとした企業

間の競争が増している中、医療機関の経営改善や効率化に貢献しうる複合的なサービスの提供が求められる状況と

なっております。

このような経営環境の下、当社グループは本年７月の㈱ミタス、ディーセンス㈱及びヴィッツジャパン㈱との経

営統合により、売上高は大幅に増収となりました。一方で、本件経営統合に伴うのれん償却や統合作業に係る費用

の計上、及び新規ＳＰＤ契約の獲得に係る人件費や業務委託費の増加により減益となりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は44,485百万円(前年同四半期比10.8％増)、営業損失は

205百万円(前年同四半期は12百万円の営業損失)、経常損失は79百万円(前年同四半期は91百万円の経常利益)とな

りました。

なお、㈱ミタスの連結子会社化に伴う段階取得に係る差益126百万円を特別利益に計上したことにより、親会社

株主に帰属する四半期純利益は61百万円(前年同四半期比199.9％増)となりました。

　

(注)ＳＰＤ

Supply Processing & Distributionの略語で、病院が医療材料の物流管理を外注化し、病院所有の在庫の削減、

病院側の物品管理作業の軽減を図るシステムのことであります。ＳＰＤの運用は、病院との契約により、医療

機器販売会社又は専業の会社が行います。当社グループにおきましては、連結子会社である協和医科器械㈱・

㈱栗原医療器械店・㈱秋田医科器械店・㈱ミタス・㈱ジオット及び非連結子会社であるメディアスソリューシ

ョン㈱並びに持分法非適用の関連会社である㈱エヌエイチエス静岡が行っております。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①医療機器販売事業

医療機器販売事業における消耗品につきましては、経営統合による増収の他、既存エリアにおいて新規獲得し

たＳＰＤ契約による販売増加もあり売上高は堅調に推移し、利益面につきましてもＳＰＤ契約を足掛かりとした

販売増加による利益の獲得、販売促進リベート獲得が影響し、前年同四半期と比較して増加しました。備品につ

きましては、新築移転等の大型案件が低調に推移したため、前年同四半期と比較して売上高が減少したものの、

利益率改善の取り組みにより、売上総利益については前年同四半期と比較して増加となりました。

　この結果、売上高は43,417百万円(前年同四半期比10.8％増)、売上総利益は4,070百万円(同12.8％増)、セグメ

ント利益(営業利益)は、1,042百万円(同9.8％増)となりました。
　

②介護・福祉事業

介護・福祉事業につきましては、既存エリアにおける介護機器のレンタル事業及び、備品販売は低調に推移し

たものの、経営統合による増収により前年同四半期と比較して売上高及び売上総利益が増加となりました。

　この結果、売上高は1,067百万円(前年同四半期比13.5％増)、売上総利益は445百万円(同9.9％増)、セグメント

利益(営業利益)は、116百万円(同28.9％増)となりました。
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(注)当社グループのセグメントは、次のとおりであります。

医療機器販売事業……(医療機器販売事業)

国内の医療機器メーカー・代理店・商社等より仕入れた医療機器(備品・消耗品)

を、国内の病院等医療施設に販売しており、当社グループの基幹となる事業であり

ます。

(医療機器の修理及びメンテナンス事業)

当社グループが病院等医療施設に販売した医療機器の修理及びアフターサービス、

病院等医療施設との保守契約に基づく医療機器全般のメンテナンスを行っておりま

す。

介護・福祉事業……… 国内外の介護福祉機器メーカー・代理店・商社等より仕入れた介護福祉機器(備

品・消耗品)を、国内の病院等医療施設及び介護施設並びに医療機器販売業者、一

般個人に販売しております。また、介護福祉機器の一般個人へのレンタルを行って

おります。

（２）財政状態に関する説明

①資産

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末から8,436百万円増加し、62,175百万円となり

ました。

　流動資産は、前連結会計年度末から5,396百万円増加し、51,588百万円となりました。これは主に現金及び預金が

2,849百万円、受取手形及び売掛金が1,797百万円、商品及び製品が1,523百万円それぞれ増加したことによるもので

あります。

　固定資産は、前連結会計年度末から3,039百万円増加し、10,586百万円となりました。これは主に有形固定資産が

984百万円、無形固定資産が1,280百万円、投資その他の資産が774百万円それぞれ増加したことによるものでありま

す。

②負債

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末から6,372百万円増加し、49,477百万円となりま

した。

　流動負債は、前連結会計年度末から6,039百万円増加し、46,219百万円となりました。これは主に支払手形及び買

掛金が1,831百万円、短期借入金が3,684百万円それぞれ増加したことによるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末から332百万円増加し、3,258百万円となりました。これは主に長期借入金が237百

万円増加したことによるものであります。

③純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末から2,063百万円増加し、12,697百万円となり

ました。これは主に資本剰余金が1,911百万円増加したことによるものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連結

会計年度との比較を行っております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年６月期の連結業績予想につきましては、平成30年８月７日に公表しました連結業績予想に変更はありま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,932,057 9,781,501

受取手形及び売掛金 30,182,442 31,980,238

商品及び製品 6,363,614 7,886,943

原材料及び貯蔵品 15,568 15,424

その他 2,701,466 1,931,536

貸倒引当金 △3,214 △7,034

流動資産合計 46,191,933 51,588,611

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 769,101 1,327,465

土地 1,669,491 2,047,194

その他（純額） 215,473 263,673

有形固定資産合計 2,654,067 3,638,333

無形固定資産

のれん 2,651 1,171,672

その他 368,777 480,088

無形固定資産合計 371,428 1,651,760

投資その他の資産

その他 4,543,097 5,317,859

貸倒引当金 △21,466 △21,349

投資その他の資産合計 4,521,630 5,296,509

固定資産合計 7,547,126 10,586,603

資産合計 53,739,060 62,175,214
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 32,978,762 34,810,320

短期借入金 5,195,354 8,879,556

未払法人税等 394,758 212,810

賞与引当金 － 540,557

その他 1,611,058 1,776,066

流動負債合計 40,179,933 46,219,310

固定負債

長期借入金 1,011,892 1,249,568

退職給付に係る負債 1,006,317 1,031,610

資産除去債務 25,412 25,471

株式報酬引当金 － 3,596

その他 881,831 948,143

固定負債合計 2,925,452 3,258,389

負債合計 43,105,386 49,477,700

純資産の部

株主資本

資本金 1,285,270 1,285,270

資本剰余金 1,395,240 3,307,239

利益剰余金 6,961,234 7,022,710

自己株式 △424 △426

株主資本合計 9,641,320 11,614,793

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,113,668 1,199,850

退職給付に係る調整累計額 △121,314 △117,129

その他の包括利益累計額合計 992,353 1,082,720

純資産合計 10,633,674 12,697,513

負債純資産合計 53,739,060 62,175,214
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成29年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年７月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 40,133,110 44,485,400

売上原価 36,118,217 39,969,462

売上総利益 4,014,893 4,515,938

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 － △2,151

株式報酬引当金繰入額 － 3,596

給料及び手当 1,641,624 1,920,266

従業員賞与 457,363 507,052

退職給付費用 104,667 98,599

法定福利費 316,052 367,070

減価償却費 90,619 100,513

賃借料 325,807 359,047

業務委託費 381,245 446,105

その他 709,627 921,809

販売費及び一般管理費合計 4,027,008 4,721,909

営業損失（△） △12,114 △205,971

営業外収益

受取利息 401 292

受取配当金 3,631 14,656

仕入割引 89,174 92,685

その他 23,935 32,118

営業外収益合計 117,143 139,752

営業外費用

支払利息 8,122 8,929

持分法による投資損失 2,670 －

貸倒引当金繰入額 － 1

その他 2,349 3,934

営業外費用合計 13,142 12,865

経常利益又は経常損失（△） 91,886 △79,084

特別利益

段階取得に係る差益 － 126,310

固定資産売却益 399 9

特別利益合計 399 126,319

特別損失

固定資産除却損 1,593 57

特別損失合計 1,593 57

税金等調整前四半期純利益 90,692 47,177

法人税、住民税及び事業税 204,527 218,457

法人税等調整額 △134,336 △232,756

法人税等合計 70,190 △14,298

四半期純利益 20,501 61,475

親会社株主に帰属する四半期純利益 20,501 61,475
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成29年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年７月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 20,501 61,475

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,101 86,181

退職給付に係る調整額 3,847 4,184

その他の包括利益合計 2,746 90,366

四半期包括利益 23,248 151,842

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 23,248 151,842

決算短信（宝印刷） 2018年11月06日 17時37分 9ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）



メディアスホールディングス株式会社(3154) 平成31年６月期 第１四半期決算短信

8

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間において、平成30年７月２日を効力発生日とする当社を完全親会社、㈱ミタス及び

ディーセンス㈱を完全子会社とする株式交換に伴い、新たに株式を発行しております。この株式交換により、資

本剰余金が2,184,335千円増加しております。また、平成30年９月28日を効力発生日として、資本剰余金を原資

とした配当を実施したことに伴い、資本剰余金が272,336千円減少しております。この結果、当第１四半期連結

累計期間末において、資本剰余金は3,307,239千円となっております。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　当第１四半期連結会計期間より、従来持分法適用会社であった㈱ネットワークは重要性が増したことから、

連結の範囲に含めております。

　また、当第１四半期連結会計期間において、㈱ミタス及びディーセンス㈱の全株式を取得したこと、並びに

当社の連結子会社である㈱オズがヴィッツジャパン㈱の全株式を取得したことにより、３社を連結の範囲に含

めております。

（持分法適用の範囲の重要な変更）

　当第１四半期連結会計期間より、㈱ネットワークは重要性が増したことから、連結の範囲に含めたため、持

分法適用の範囲から除外しております。

（追加情報）

（賞与引当金）

　当第１四半期連結会計期間末においては賞与支給額が確定していないため、賞与支給見込み額のうち、当第

１四半期連結累計期間の負担額を賞与引当金として計上しております。

　なお、前連結会計年度末においては、従業員への賞与支給額は確定しており、かつその全額を前連結会計年

度末までに支給しているため賞与引当金は計上しておりません。

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。
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（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年７月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２医療機器
販売事業

介護・福祉事業 計

売上高

外部顧客への売上高 39,192,227 940,882 40,133,110 ― 40,133,110

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 3,023 3,023 △3,023 ―

計 39,192,227 943,906 40,136,134 △3,023 40,133,110

セグメント利益又は損失(△) 949,530 90,759 1,040,290 △1,052,405 △12,114

(注) １．セグメント利益の調整額△1,052,405千円には、セグメント間取引消去3,069千円、のれん償却額△7,562千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,047,912千円が含まれております。全社費用は、主に

親会社の営業費用及び報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年７月１日 至 平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２医療機器
販売事業

介護・福祉事業 計

売上高

外部顧客への売上高 43,417,903 1,067,496 44,485,400 ― 44,485,400

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 259 259 △259 ―

計 43,417,903 1,067,756 44,485,660 △259 44,485,400

セグメント利益又は損失(△) 1,042,529 116,996 1,159,526 △1,365,497 △205,971

(注) １．セグメント利益の調整額△1,365,497千円には、セグメント間取引消去3,097千円、のれん償却額△39,999千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,328,595千円が含まれております。全社費用は、主に

親会社の営業費用及び報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

各報告セグメントに配分していない全社資産において、当第１四半期連結会計期間より、㈱ミタス及びディーセ

ンス㈱の株式を取得し、連結子会社化としたことに伴い、のれんの金額が1,205,181千円増加しております。
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